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あらまし
2005年にNandiは hπ(x) := (h(x), h(π(x)))と定義さ
れる倍ブロック長圧縮関数のクラスを示した。ここで，
hは出力長 nビットのランダムオラクルであり，πは置
換である。 Nandiは，π が不動点を持たないとき，hπ

の衝突計算困難性が最適であることを示した。 本稿で
は hπ(x)の量子衝突計算困難性について考察する。 最
初に，πがインボリューションのとき，Grover探索を用
いることにより，O(2n/2)回の反復で hπ の衝突入力組
を見つけることができることを示す。 次に，hπ の量子
衝突計算困難性が最適となるための πに関する十分条件
を示す。
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